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論文審査要旨

以上のように， 本論文は， 多くの新しい知見を有すること， 論文の内容， 構成および

公表論文数などから， 本学位論文審査委員会は， 全員一致して， 本論文が博士（工学）の

学位論文として十分価値があるものと判断し， 合格と判定した。

審査経過（時系列）

2019年9月20日 令和元年12月 博士後期課程修了に係る学位申

2019年10月 2日 審査委員の選出・指名・付議、 論文審査委員の付託（運営委員会）

2019年11月1日 学位論文発表会

2019年11月6日 本専攻内における博士 学位取得要件(2016年度以前入学者適用）

「 1)査読付き論文が3報必要とする。ここで査読付き論文とは，

J ourna 1 Paper ( 定期刊行学術雑誌論文） と査読付き国際会議論文

である。」

「 2) J ourna 1 Paperが既に1報以上ある場合に限り， 3報目が

Journal Paperの場合には， 本審査までに1streview resultが

reject以外で戻ってきていれば審査を継続し， 修了までにその論

文の採択結果が出なくても良いものとする。」

のうち， 「 1)」を満たしていること

（査読付き論文掲載済3報， うちJournal Paperl報）

を確認の上、 専攻会議で論文合格及び最終試験合格を承認。

2019年12月4日 学位授与認定・修了認定（運営委員会）




